
２０１３年４月２３日 

 

 

兵庫県赤穂市にメガソーラーを建設 

 

旭硝子株式会社 

 

 

 
ＡＧＣ（旭硝子株式会社、本社：東京、社長：石村和彦）は、兵庫県赤穂市の当社 

保有地に発電容量約４．２ＭＷのメガソーラーを建設し、２０１５年３月から事業を開始

します。 

 

なお、このメガソーラーの建設予定地は塩田跡地であるため、錆びや腐食の心配がない

ＡＧＣグループのＦＲＰ素材“プラアロイ○R”製架台を使用することで、塩害の影響がある

土地での長期にわたる安定的な発電を可能としています。 

 

 【赤穂市メガソーラーの概要】 

  名称     旭硝子㈱赤穂太陽光発電所 

 所在地  兵庫県赤穂市西浜町１０２２番２１他 

 敷地面積  約５１，０００ｍ２ 

 発電容量  約４．２ＭＷ（一般家庭の約８２０戸分の使用電力に相当） 

 年間発電量  約４，５００ＭＷｈ／年 

 稼働開始  ２０１５年３月（予定） 

 投資金額   約１３億円 

 

 

 ＜建設予定地＞            ＜“プラアロイ○R”製架台＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎本件お問合せ先：    旭硝子㈱広報・ＩＲ室長 上田 敏裕   

（担当：富屋 TEL:03-3218-5603、E-Mail:info-pr@agc.com） 
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建設予定地


